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1. はじめに ■会社概要

開業時期 1995年４月（設立：1993年12月9日 [障害者の日] ）

事業形態
関西電力、大阪府・大阪市出資による
第3セクター方式の特例子会社

拠点
事業所

本 社 （大阪市住之江区） 49名 勤務

ビジネスアシストセンター （大阪市北区） 92名 勤務

茨木アシストセンター （大阪府茨木市） 16名 勤務

高槻栽培センター （大阪府高槻市） 7名 勤務

事業内容

・印刷 （印刷、製本） ・物販（ノベルティ、非常食等）
・メールサービス ・事務アシスト ・日常清掃
・ヘルスケア ・園芸、貸農園事業 ・電線ケーブルリサイクル
・ＰＣリファービッシュ 等

従業員数 164 名 （うち障がい者従業員 115名）

雇用率 2.58 ％ （2023年4月1日現在）※関西電力、関西電力送配電、当社の合算
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1. はじめに ■企業理念と使命

誰もが等しく尊重され、生きる歓びに溢れる社会をつくります。

企業理念

あらゆる障がい者が活躍できる仕事を創造し、お客さまにご満足頂ける

良質なサービスをお届け続けます。

ミッション（使命）

① 思いやり － 相手の最善を考えて行動すること

（自分がして欲しいと思うように、他者と接すること）

② 創意工夫 － より良いものを目指して、変化を恐れず、絶え間なく改善・

改革を続けること

③ 挑戦 － お客さま満足や社員の成長のために、情熱を持ってさまざまな

課題に挑戦すること

ミッション実現のために心がけること
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1. はじめに ■スローガン

※30周年を機に全従業員からの募集により、スローガンを作成。
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1. はじめに ■従業員の配置状況

２０２３年４月１日現在 （単位：人）

知的 肢体 聴覚 視覚 内部 精神 小計 健常者 総計

メールサービス 23 2 1 2 7 35 10 45

ヘルスケア 8 8 8

7 2 1 1 11 6 17

8 2 1 1 1 13 3 16

1 9 3 1 2 16 6 22

花壇管理 6 5 11 5 16

花卉栽培・貸し農園 4 1 1 6 1 7

電線リサイクル 4 4 3 7

被服管理等 2 3 2 7 4 11

業務サポート課 総務 3 1 4 11 15

55 22 5 10 5 18 115 49 164

※115名のうち、重度障がい者 46名

合　計

園芸・商事

グループ

業務内容

メールサービス

グループ

中之島アシストグループ

茨木アシストグループ

印刷グループ
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1. はじめに ■花壇メンテナンス業務
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地図凡例 ◆エルハート ●花壇

（１）関西電力の事業所での植栽、メンテナンス（補植・潅水・除草）を受託 25事業所花壇 計705.0㎡

（２）関西電力以外 6事業所花壇 計79.7㎡

行程 ／ 場所

①栽培 ／ 高槻分室 ②集約 ／ 住之江 ③植栽 ／ 花壇

①高槻

②住之江

③花壇

③花壇

③花壇
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2. 障がい者主体での花壇メンテナンス業務の取り組み
（１）概要

●花壇メンテナンス作業は、作業責任者である健常者１名＋障がい者３～４名の

チーム体制で行っており、必ず健常者がトラックを運転し現場に出動していた。

 障がい者ではトラックの運転を安全に行えないのではないか、事故のトラブルに対応が出
来ないのではないか

 障がい者だけで現場作業をすると、トラブルが発生するのではないか

というパターナリズムにおちいっており、障がい者だけでのトラックの運転、現場作業を任
せることをしてこなかった。

●そのため、車両運転を含め現場の監督は健常者だけが行っており、健常者の人数も限られ
る中で負担は大きかった。

障がい者へ作業責任者としての教育や、運転指導を行ったうえで、障がい者
へ権限委譲し、障がい者だけのチームでトラックで出動する！
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2. 障がい者主体での花壇メンテナンス業務の取り組み
（２）目的と課題

 健常者の作業責任者の負担を軽減し、マネジメントや新規事業創出の時間を確保

 障がい者のやりがいやモチベーション向上

 障がい者の新たな職域や役割のレベルアップ

 品質だけでなく、仕事の効率化・安全面・時間を意識し作業ができるか。

 花壇の状況を把握し、その日に優先すべき作業を判断できるか。

 チームワークの大切さを理解し、班員同士のトラブルが発生しないか。

目 的

課 題
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■対象者
Aさん：作業責任者を目指して育成。男性。勤続14年目。

精神・発達障がい。（アスペルガー症候群）作業
員の中では中堅社員で仕事を熟知している。普通
自動車免許（その後中型まで拡大）社内認定を
取得しトラックの運転が出来る為、車両運転を伴う
現場作業で活躍。勤務は不調によるTel休も無く
安定。 他の作業員との関係性も良好。

■同じ現場作業班の同僚
Bさん：作業員。女性。知的・発達障がい。勤続20年以上。

園芸一筋で運転以外の仕事を把握。植物の状況
判断をして、適切な作業ができる。

Cさん：作業員。男性。知的障がい。勤続20年以上であるが、
自分で考えて判断する作業はできない。指示をすると、
付き添う必要無く作業はできる。

2. 障がい者主体での花壇メンテナンス業務の取り組み
（３）対象者と同僚について 〔班体制の紹介〕

■班構成

Aさん Bさん Cさん

作業責任者
（健常者）
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・作業責任者として必要なスキルのチェックシートを作成、指導
・これにより作業ルールが標準化されていない項目も発見でき、新たに作業ルールの標準化も強化

【責任者スキル向上】●状況把握や判断方法、指示方法を教育する。
●判断や指示方法も、出来る範囲で統一し教育する。

【ルールの標準化】 ●園芸業務でルールが曖昧（なかった）であった作業を標準化する。
●標準化したルールを、書面に落とし込み教育する。

メ リ ッ ト
●標準化したルールを定着させることで、誰がやっても同品質・高品質になる。
●責任者の判断や指示も、統一することで 障がい者の混乱を防ぐことができる。
●責任者が増員することで、他班でも障がい者のみで現場編成ができる。

園芸業務にて 高品質の商品を障がい者主体で 提供できる。

内 容

2. 障がい者主体での花壇メンテナンス業務の取り組み
（４）スキルチェックシートに基づく教育
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2. 障がい者主体での花壇メンテナンス業務の取り組み
作業責任者のスキルチェックシートについて 〔一部紹介〕

※50項目中、黄色箇所（18項目）は重要な項目のため、1つでも×があれば不合格。
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2. 障がい者主体での花壇メンテナンス業務の取り組み
教育の紹介 〔スキルチェックシート No.10目安棒〕

目安棒とは？

知的障がい者や精神障がい者には
空間認識能力が低い人もいる。
花を縦・横に真っ直ぐ植栽をする事が
難しいため、LHでは「目安棒」と言う
治具を作成した。

目安棒全体像
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設置方法を標準化し、写真や図にて細かく説明。

2. 障がい者主体での花壇メンテナンス業務の取り組み
教育の紹介 〔スキルチェックシート No.10目安棒〕
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フィードバックを行い、悪かった点で
指摘があった作業には、改善をするよう
指示をした。

2. 障がい者主体での花壇メンテナンス業務の取り組み
（５）PDCAサイクル教育の紹介
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得意なこと（強み） 苦手なこと（弱み） 今後必要な工夫、等

・ルールを守って事前
に作業や、資料など
準備ができる。

・こだわりが強く、作業に
時間がかかる。

・暗黙のルールが分からな
い。

・仕事量を多く付与せず、１つずつ確実
に、早く終了できるよう指導する。

・暗黙のルールに気付いていない時は、
説明をする。

・丁寧に１つずつ作業
ができる。

・作業に没頭するため、
周囲への注意が怠る。

・時間管理（見通しを立
てる事）が苦手。

・事前に、作業範囲と時間をきめてから、
作業を開始する。

・日常会話でのコミュニ
ケーションをとる事が
できる。

・雰囲気を読み取れない
時がある。

・会話の返答に焦らされる
と困り、適切な返答が
出来ない時がある。

（おかしな返答になる）

・自問自答してから、相手に伝える。

・聞く側も焦らさずに相手のペースで
話を聞く。（傾聴）

Aさんの性格や特性による、得意なことや苦手なことを洗いだし、アセスメントを実施。
必要な支援方法・工夫を検討し、本人に共有しながら自己理解へと繋げた。

2. 障がい者主体での花壇メンテナンス業務の取り組み
（６）アセスメントの実施
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現場コースは、勤務地から３０分程度で行ける現場２か所を運転して回り、作業を行う。
訓練は実践形式で役職者が同乗し、指摘事項をまとめフィードバックを行った。

南大阪周辺 路地裏

南大阪での作業が終わり、営業所を出発してすぐの
信号の無い交差点で横断しようといている歩行者と
「お見合い」状態になり少し危ない状況でした。
他にも歩行者が多く、徐行して通過しました。

【 実践訓練例 】

御陵前交差点（右折）

右側を路面電車が走り、赤丸の箇所からも車の往
来がある、変則的な六差路になっています。
右折し終わった先にも横断歩道があるので注意が
必要です。

17

2. 障がい者主体での花壇メンテナンス業務の取り組み
（７）安全面についての取り組み ■実践訓練
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■事故を想定したシミュレーションを実施

【想定、実施内容】

・Aさん運転のトラックにて、現場Aから現場Bに向かう道中、交差点の信号待ち
にて後方車から衝突された、もらい事故（被害者）の事故ケースを想定する。
（後方車は別車両にて役職者が運転）

・本人には、事前に伝えず、交差点で事故が発生したとして、コンビニ駐車場に
誘導し、安全な場所に駐車後、事故対応を行えるか確認を行った。

2. 障がい者主体での花壇メンテナンス業務の取り組み
（７）安全面についての取り組み ■事故シミュレーション
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【良かった点】

・同乗者のケガの有無の確認をしっかり行えていた。

【指導事項】

・今回は、広いコンビニ駐車場にて行ったが、狭い路肩に一時停車することもあるので、

二次災害につながらないよう注意すること

・場合によっては、相手がいなくなる（逃げる）事なども想定し、相手の情報の

聞き取りや相手の車の被害状況などは、スマホで撮影すること

・実際の事故の場合は動揺もするので、会社に連絡した際に変わりの運転者の

応援を依頼し、以降の運転は控えること

以上により、本人には

事故時の対応も責任者として必要なスキルだと認識を
深める事ができた。

2. 障がい者主体での花壇メンテナンス業務の取り組み
（７）安全面についての取り組み ■実施結果
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３. 作業員主体での花壇メンテナンス作業の実施

以上の取り組みにより、Aさんも作業責任者としてのスキルを習得しながら、障がい者

のみで花壇メンテナンスを実施。

作業場所は、出発地から30分以内のコースを設定し、万が一事故などトラブル等が
発生しても役職者がすぐに現地に行き対応できるようにした。

２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

メンテ
回数

4 4 4 5 4 8 9 9

実績 1 2 2 2 2 3 5 6

障がい者だけの単独メンテの現場出動日数
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３. 作業員主体での花壇メンテナンス作業の実施

【事例１】

作業をしっかりしたいAさんと、時間を決めて作業を行いたいBさんの作業の認識の違
いで、午前中で終了予定であったが、大幅に超過（１３時３０頃終了）した事が
あった。

⇒フィードバックでAさんが納得するまで健常者が入念にコミュニケーションをとって決め
た内容。

●決めた時間内に作業が完了できる力を身に付ける。

●優先すべき作業、やらなくても良い作業の判断をする能力を身に付ける。

●相手の考え方を理解し、時には譲歩する力を身に付ける。

時間を意識した作業ができるよう、課題の解決を図れた。
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３. 作業員主体での花壇メンテナンス作業の実施

【事例２】

夏場の猛暑の中での作業は、小休止を５０分を目安に１０分程度取っているが、

Aさんは暑さに強く、５０分を超えても区切りのよいところまで作業をしたい。

逆にBさんは暑さに弱く、５０分を目安に休憩をしたい。

作業開始から５０分経過し、作業の途中であったが、Bさんから、「そろそろ休憩をし

ませんか？」と提案があったため休憩を取った。

⇒班員同士で事前に、休憩の取り方などのコミュニケーションをとっていたことにより、

班員同士のトラブル防止、夏場の熱中症予防にもつながった。

現在も、フォローチェックをしているが、品質・安全面等、問題が無いため、作業責
任者としてのスキルが身についている。
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４. 今後の展望

Aさん主体の花壇メンテナンス作業の紹介をした。

今回整備した仕組みを更に展開し、新たな精神障がい者や、知

的障がい者にも教育を実施し、仕事を障がい者に任せる事で

やりがいを感じ活躍ができるようにしていく。 また権限移譲の

推進により生産性の向上に繋げていく。これからも障がい者主

体の仕事を多く増やし、障がい者雇用の拡大をしていきたい。

ご清聴ありがとうございました。


